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ITCA地域開催　研修・セミナー内容

講師
特定非営利活動法人石川県情報化支援協会
理事長　　原　保　氏（ITコーディネータ）

研修カテゴリー 【フォローアップ研修】
NO.M17-0013 業務要件定義書作成手順を知る

　サブタイトル ～情報システム構築における超上流工程の手順書 作成～

講座概要

当研修の「業務要件定義作成手順を知る」は、下記の通りです。
・業務要件定義（以下、要件定義）の基本を６項目に絞ります。
１．ソフトウェア取引　　　　（契約時に要件定義書作成の支援内容を明確にする）
２．目的の共有　　　　　 　（経営者の想いを経営戦略企画書・IT経営戦略に表して共有する）
３．要求の把握　　　　 　　（現行調査とあるべき姿の明確化）
４．課題抽出と解決策決定　（現行とあるべき姿とのギャップ対応検討）
５．経営者の承認取り付け　（新情報システムの企画提案書作成）
６．要件定義を明確にする　（機能要件・非機能要件に整理して要件定義書作成）
これらを確実に行うための手順を明確にします。

・研修では、
１．要件定義のベースとなる経営戦略・IT戦略策定手順を理解します。
２．IT戦略から目標業務プロセスの実現を図るための要望・要求を要件定義書に表す手順を習得します。
３．演習による事例分析グループワークに参加することにより実践的な手順を確認していただきます。

・研修に参加し超上流工程に必要とされるスキル・資質・知識等を把握の上、
　ご自身に必要なスキルアップ用ロードマップを描いて、確実にレベルアップしましょう！！

講座PR

・超上流工程遂行に必要な手順を把握することにより、ご自身で業務要件定義支援手順書を作成することが
できます。
・演習による事例分析グループワークに参加することにより実践的な手順を確認していただきます。
・業務要件定義支援の経験有無しに関わらず、受講により受講者ご自身のスキルに沿ったスキルアッププログ
ラムを作成することができます。

特長（特徴）

・本セミナーを受講することで、要件定義書作成手順をマスターし、実務的な進め方を把握することができま
す。
・情報システムを構築しようとしている「ユーザ」のニーズを的確に把握し、「ユーザ」のIT経営実現を支援する
「要件定義書作成」スキル習得に特化した講座です。

講座レベル 基礎から中級
KGI ITコーディネータとして超上流工程「業務要件定義書作成」の支援を実施できる

KPI

①ITコーディネータプロセスガイドラインをベースにIT経営戦略策定を支援できる
　　・経営戦略企画書・IT戦略企画書作成支援
②情報システム企画プロセス手順を実施できる
　　・システム化の方向性・実行計画策定支援
③情報システム化計画に基づいて業務要件定義書を作成できる
　　・機能要件、非機能要件を定義する

講習時間 ６時間（３ポイント）
参加条件 資格認定者の方
講師 特定非営利活動法人石川県情報化支援協会 理事長　　原　保　氏（ITコーディネータ）

参加費

３２,４００円　（内訳：受講料　 ３０,０００円　消費税等　２,４００円）

□本セミナ―はITC資格更新条件の実践力ポイント対象であり、ＩＴコーディネータ認定者の方は、
　受講すると６時間（３ポイント）になります。

□ITC資格更新条件についてはＩＴコーディネータ資格更新条件に関する運用ガイドライン　をご覧下さい。

プログラム

［開場／受付］　９：００ ～
［研修開始］　 　９：３０ ～

１．情報システム構築の状況
２． 情報システム企画プロセス
　２－１．システム化の方向性フェーズ
  　  ・情報システム構想の立案　(演習あり)
  ２－２．実行計画 策定フェーズ
 　   ・情報システム化実行計画の立案　検討手順　(演習あり)
　２－３．業務要件定義フェーズ
　　  (1)機能要件項目　　  (2)非機能要件項目
３．まとめ　(要件定義書作成について情報交流)

［終了]　１６：３０
（途中６０分程度の昼食休憩が入ります)

開催日 平成２９年６月１７日（土）


